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 1. 申請の対象 

 

 

換気設備型式適合認定申請要領 

 

 

当財団が行う換気設備型式適合認定は、建築基準法第 68 条の 10 第一項の規定に基づく国土交通大

臣の認定について、その業務を国土交通省から指定された認定機関として実施するものです。この認定

を行うため、当財団の認定員より構成される「温熱・空気環境性能審査委員会」（以下、「審査委員会」

という。）を設置しています。なお、型式適合認定申請にあたっては、本申請要領をご検討の上、該当項

目等に関する資料をご提出下さい。 

■本要領は建築基準法で規定する居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置のうち換気設

備に係わる型式適合認定（建築基準法第 68 条の 10 第一項）を申請するための要領です。 

 

 型式適合認定の意義（メリット） 

型式適合認定の意義（メリット）は、事前に一定の範囲の基準に適合していることを包括的に認定

を受けることにより、確認申請における審査の簡略化を行うことにあります。 

今回の換気設備の型式認定を受けた場合、実際の確認申請において全圧力損失の計算書の提出、複

雑な構造・システムにおける考え方の提出が省略される等のメリットが考えられます。そのため、建

築物のシックハウス対策マニュアル（工学図書㈱、平成 15 年 5 月発行）記載の条件に合致したダク

トを有しない給気換気扇等、全圧力損失に係る計算書が本来不要と考えられる機械換気設備は、上記

のような型式適合認定のメリットが非常に少ないといえます。以上の点を十分にご理解の上、申請し

て下さい。 

なお、確認申請時の提出書類には、認定を受けた型式に適合している機械換気設備であること、及

び、認定を受ける際の住宅側の要件（設計ルール等）が合致していること等の書類審査は必要となり

ます。 

 

 型式適合認定の対象 

本要領が対象とする型式は、以下の通りです。 

○ 換気設備 

建築基準法施行令第 136 条の 2 の 9 第 2 号表中（二）に規定する換気設備   

－機械換気設備 

－空気浄化式の機械換気設備（空気浄化による有効換気量について、あらかじめ性能評価を取

得したのち、大臣認定を受けたものが対象となります。） 

－中央管理方式の機械換気設備 

なお、建築基準法等で定める防火区画を超えて設置される場合は、その対応も含めて申請頂く必

要があります。そのため、関連する建築基準法等を確認の上、申請して下さい。 

 

 型式の範囲 

換気システムの一つのまとまりを一型式の範囲として設定し、一連の規定（参考資料を参照）に適

合していることを確認します。例えば、換気種別、換気方式、換気回数、ダクトの有無、換気機器の

能力等が異なるものは１申請としてまとめることは可能なものの、別型式として区分することとなり

ます。 

また、複数の機械換気設備を組合せたものも一型式として申請することは可能ですが、換気計画上、

相互影響がないこと等を検討する必要があります。 

詳細は付属資料１「型式適合認定番号の付番ルールについて」を参照いただき、ご不明な点は担当

職員（評定部住宅課）にお問い合わせ下さい。 
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■ 申請から認定までの流れは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

1. 事前相談                                          

(1)申請から認定までの手順、認定用提出図書（以下、「提出図書」という。）

審査スケジュール等についてご不明な点は、担当職員（評定部住宅課）

にご相談下さい。 

(2) 提出図書の作成については、本要領の「7.認定用提出図書作成について」

をご覧下さい。 

(3)申請の準備に際しては、本要領の他に以下の文書を参考にして下さい。 

     □ 認定等業務のご案内 

     □ 認定等業務規程 

     □ 認定等業務約款 

     □ 型式適合認定手数料一覧表  

 

  

2. 申請手続き                                           

(1)申請にあたっては、本要領に定める提出図書を、当財団が指定する期日

までに担当職員に提出して下さい。 

(2)担当職員は、提出図書について次の事項を確認し、不備等がないときは

申請を受理します。 

   申請案件が、本要領の「１.申請の対象」に該当するものであること。 

   申請書に必要事項が全て記載されており、申請内容が明確になってい

ること。 

   図書作成要領において要求している提出図書が全て整っており、かつ

記載事項に漏れがないこと。 

(3)受理する場合は、承諾書又は申請書に承諾印を押印したものの写しを交

付します。【以下、４．部会審査に進む】 

(4)提出図書に不備等を認めたときは、当財団の指定する日までに補正して

いただいた後、再び（2）の確認を行います。 

(5)提出図書の不備等が補正の余地のないときは、受理できない理由を説明

して提出図書を返却します。 

(6)技術的判断を必要とするため、担当職員が(2)の確認ができない場合は、

審査委員会に諮った後その確認を行います。【3．審査委員会（受理審査）

に進む】 

(7)申請の受理後、手数料の請求書を発行しますので、当財団が定める支払

期日までに納入して下さい。 

  

3. 審査委員会における受理審査                               
(1) 2 の(6)に該当する案件については、審査委員会において受理するかどう

かの審査を行います。 

(2)審査委員会で、提出図書について申請者に説明していただく必要がある

場合は、担当職員から事前に連絡をします。 

(3)審査委員会での審査後は、2 の(3)以降の手続きと同様になります。 

 

 

1.事前相談 

図 書 作 成 の 

準備 

2.申請手続き 

受諾書受領 
 

図書の提出 

3.審査委員会

（受理審査） 

 2．申請から認定までの流れ 
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4. 部会における審査（申請者出席）                                      
(1)申請案件の審査は、部会において認定員が実施します。 

(2)部会開催の日時、場所等は、担当職員から予め連絡します。 

(3)部会は、申請者が提出図書の内容説明をし、認定員から質疑を受ける形式

で進められ、問題点が全て解決するまで行われます。 

(4)部会において提出図書に関する指摘事項に対する訂正資料等は、すみやか

に作成し、担当職員へご提出下さい（この後に再度部会を開催して訂正内容

を確認することがあります。）。 

なお、部会に対する指摘事項への対応について疑問や相談事項等がありま

したら事務局にてお受けいたしますのでご連絡下さい。 

 (5)部会において問題点が解決された案件については、最も近い時期に開催さ

れる審査委員会に、担当認定員が部会での審議内容の報告を行います。 

 

5. 審査委員会における審査（申請者出席不要）                                 

(1)認定員は、部会の審査結果を審査委員会に報告します。 

(2)審査委員会は、認定員の報告に基づき、認定するかどうかを判断します。 

(3)審査委員会での審議結果は、審査委員会当日又は翌日に FAX 等でご連絡い

たします。 

 

6. 認定書等                                           
(1)審査の結果、認定する場合は、申請者に認定書を交付します。 

(2)認定後、申請者には、提出図書の最終版を提出していただきます。 

(3)審査の結果、認定しない場合は、申請者に認定をしない旨の通知書を交付

します。 

(4)審査の結果、部会での再審査が必要と判断した場合は、再度 4.の部会審査

を継続することになります。 

 

4．部会審査 

部会出席 

6.認定書等 

認 定 書 

最終版作成 

5. 審 査 委 員 会 

（報告審議） 
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■本認定にあたっては、別に定める【手数料一覧表】に掲げる額が必要となります。 

ご請求は、申請の受理後、請求書を送付いたしますので、所定の金融機関に早めにお振込み下さい。入

金が確認されない場合は、型式適合認定書の発行ができませんのでご注意下さい。 

 

■申請者側のご都合等により認定書等を交付前に認定等の申請を取り下げる場合には、その旨及び理

由を記載した取り下げ届（様式８）をご提出下さい。 

 

■認定された型式については、建築基準法施行規則第 10 条の 5 の 3 の規定により公示されます。 

公示されたものと同様の内容を当財団の機関誌等で公表します。 

 

■本要領、審査委員会開催日等に関する問い合わせについては、以下までお願いします。 

一般財団法人 日本建築センター 評定部 住宅課 

 〒101-8986 東京都千代田区神田錦町 1-9 東京天理ビル３F 

  tel 03-5283-0466   fax 03-5281-2823    http://www.bcj.or.jp/ 

 

 3．認定に要する費用 

 6．お問い合わせ 

 5．認定の公表 

 4．認定の取り下げ 

http://www.bcj.or.jp/
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 7-1．申請に必要なもの                                                                                                                                                                                       

■ 以下の提出図書を担当職員（評定部住宅課）にご提出下さい。 

提出図書の種類 様式等 期 限 部 数 

型式適合認定申請書 様式 1 随時受け付け 1 部 

認定用提出図書（部会用） ８．別表の「委員会用」を参考 随時受け付け 3 部 

 

■ 提出図書について、担当職員が次の事項を確認します。 

 申請する案件が【 1.申請の対象】に該当するものであること。 

 申請書に必要事項が全て記載されており、申請内容が明確になっていること。 

 提出図書作成内容で要求している提出図書が全て整っており、記載洩れ等がないこと。 

 

□ 提出図書が技術的判断を必要とするため、担当職員が上記の確認ができない場合は、最寄りに開催す

る審査委員会に諮り、受理の可否を確認します。なお、その際には、以下の提出図書が必要となりま

す。 

提出図書の種類 様式等 期 限 部 数 

認定用提出図書（委員会用） 
担当職員の指示により 

作成して下さい。 

委員会開催の前日 19 部 

 

■ 認定用提出図書作成（部会用、委員会用共通）について 

 提出書類のサイズは A4 縦使いとし、ファイル等で綴じて下さい。ファイルの表紙には、型式の名

称、申請者（会社名等）を記載して下さい。なお、A3 等の図面では、A4 に折り込んで下さい。 

 本図書で使用する言語は日本語とし下さい。 

 文字等はなるべくワープロ等を用いて明瞭なものとして下さい。 

 提出図書には通しページ又は項目毎にページを記載下さい。また、必要に応じて、項目毎にインデ

ックス等を用いて下さい。 

 

7-2．部会開催後に必要なもの（部会訂正資料）                                           

■ 部会において提出図書に関する指摘事項に対する訂正資料等（部会訂正資料）は、指摘事項回答書を

作成し、当該回答書を表紙とし、後ろに該当する変更・訂正する資料のみを添付して下さい。（ファイ

ル綴じ又はホッチキス止め） 

なお、詳細については付属資料３をご確認下さい。 

■ 部会では、これら部会訂正資料等に基づき、問題点がすべて解決するまで行われます。 

 

7-3．審査委員会（報告審議）に必要なもの（審査委員会報告用資料）                                                      

■ 審査委員会（報告審議）に際して、提出図書を担当職員にご提出下さい。なお、詳細については付属

資料３をご確認下さい。 

 

7-4．審査委員会（報告審議）終了後に必要なもの（最終版）                                                     

■ 提出資料内容 

最終版とは、認定用提出図書（部会用）等で提出した提出図書に関して、必要な差し替え等を行った

図書全般のものを言います。 

 変更、修正した資料は差し換え等を行い、最終版に綴じ込んで下さい。 

 その他、委員会及び部会で指摘事項回答書を末尾に付けて下さい。 

 詳細については、付属資料４をご確認下さい。 

 

 7．認定用提出図書作成について 
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■ 提出図書作成内容： 

書 類 の 種 類 様式 部会用 備 考 

型式適合認定申請書の写し（コピー） １ ○  

目次 - ○  

１．申請型式一覧表 ２ ○ 

１申請に含む複数の型式を、様式に従

い一覧表にまとめてください。 

なお、１申請に１型式の場合も作成、

添付が必要です。 

２．建築物の部分の概要を記載した図書

（機械換気設備の概要）及び計算書 

３ ○ 

換気システム毎に作成、添付してくだ

さい。 

(1) 建築物の部分の概要を記載した図書

（機械換気設備の概要） 

ⅰ)換気システムの概要 

ⅱ)適用範囲 

ⅲ)建築物･機械換気設備の設計ルール 

(2) システム概要図 ４ ○ 

(3) 構成機器・部材一覧表 ５ ○ 

(4) 最大経路の全圧力損失計算書 ６ ○ 

３．機械換気設備等の技術資料 ７ ○ １申請毎に取りまとめて作成し、添付

してください。(様式７は、７-１～７

まで用意しています) 
４．機械換気設備の平面図、立面図、 

断面図及び構造詳細図 
- 

○ 

５．その他 - △ 適宜 

（○印をご提出下さい。△は適宜、必要に応じてご提出下さい。） 

 

※ 書類作成留意事項（ファイリングについて） 

●申請単位である換気システム毎に作成してまとめて下さい。（資料３、４は、申請毎にまとめてく

ださい。） 

●換気システム毎にインデックス等で明確に区分して各目次に添付するようにして下さい（下図の

イメージ参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次毎の書類作成方法等については、「付属資料２」を参照下さい。 

 8．別表（認定用提出図書目次） 

２．建築物の部分の概要を記載した図書（機械換気設備の概要）及び計算書 

(1) 建築物の部分の概要を記載した図書（機械換気設備の概要） 

(2)システム概要 

換気システム１の資料 

換気システム２の資料（以下申請システム数に応じて 3、４、５・・・と続く） 

(3)構成機器部材一覧表 

(4)最大経路の全圧力損失計算書 

＋ 

３．機械換気設備等の技術資料 

４．機械換気設備の平面図、立面

図、断面図及び構造詳細図 

申請毎にまとめる資料 

システム毎にまとめる資料 

型式適合認定申請書の写し（コピー） 

目次 

１．申請型式一覧表 

＊これらは１申請に１セット 


